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行政と住民の連携によるため池ハザードマップの作成

一京都府亀岡市神前区を事例として-

内 田 和 子

Ⅰ はじめに

全国に約21万カ所あるといわれるため池は､その多くが築造年代の古い農業水利施設であるため､老

朽化しているものが多い｡さらに.都市化地域では農家の減少や兼業化の進行.中山間地城では過疎

化の進行などにより,ため池の維持管理も瀬l放化していると吾える｡こうした中､台風､典中吏雨.也

震等の自然災審時に､ため池が決壊する可能性が詰まっている｡

雅者は先に､ため池の決壊に対処する有効な手段の1つであるハザードマノブの必要性と作成の現

状について報告した(内田2009)｡それによれば､ため池のハザードマ ノブは河川 高潮 津波等によ

る洪水ハザー ドマ/プに比べてまだ少数の部例にBlJIまり､忠欲的な取り組みを行っている岐中瓶 ･京

石持府 ･T.A.;知県の3府irl.Tに群例が集中する傾向があるC

本論では､先の壬hlt者の報告をふまえ､ため池ハザードマ ノブ作成に意欲的な取り組みを進める京都

肘の抑例を耽り上げ､マップ作成の経純と作成が可碓となった安因について分析する｡京都冊を申例

とする乱立=ま次の通りである｡岐阜県と高知県の似合､市EErT村が作成主体ながら県が主導して､大観

横地2]i対策の一環としてため池ハザードマップの作成が行われている｡これに対して､京郁肘ではrff

が主耕して市町村がマノブの作成主体である点は同様として､該当するため池の決壊による没水区域

となる地域の住民と密接に連携して作成している｡帳やiE.との場合でも地域住民との連桃が考慮されて

いるが､京郁解は後に述べるように､連携の度合いがより密であると考えられるoまた､京都府では

特に地謡とのr村道を第1日的としていない｡地域住民が椛確約に行政と連携して自らの地域のハザー

ドマ ップ作成に取り組む手法は､今後のため池ハザードマップ作成を進展させる重要な鍵を握ると.Elk_I.

われる｡

Ⅱ 京都府の取り組み

京都府では地域防災計画において､農業用施設による災害防止のために､決壊の際に人命､人家等

-の被告が予想されるため池に関して､被害想定区域と避難経路等を示したハザ-ドマップの並偏を

進めることを記しているC具体的には､災害時の想定没水区域､遜稚場所､平生のため池の点検 維

持管理のポイント等を示したため池安心･安全マップ(平成19年度からは集諮安心 安全マップと改称

し､対象のため池も枚数となった)の作成を府が指呼 支援している｡作成主体は当該ため池の位iEEす

る了印Tであるが.実際の作成には､ため池管理者である地元11ミ蕗がITi要な役割を米たす｣
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京都府j笠利振興課のパンフレノト｢安心･安全マップの作成について-災害時の自主防災活動への

そなえ-｣では､災fZE.時の自主r坊災活動の重要性を指摘しているO具体的には､自主防災活動を行う

際の基本情報として､地域tI'J報を串IrllfJに知っておくことが減災につながり､地域情報の収集のために

は地域住民による ｢まち歩き｣の実践とその中での点検 確認､｢まち歩き｣の報告と結果のまとめと

しての安全 安心マ ノブの作成が示さjtでいるOまた､安全 ･安心マップづくりは､1 日時の決定､

2 まち歩きをして､点検 ･侶報収jJiをする､3 .占一検結果をまとめてマノブを作成するの手順で行

い､必要な時間は半日程度が3回と､マyプ作成が難しいものでないことが譜かれている｡そして､

マノブ作成方法､準備用品､進行方法等､計画から完成まで行政が支援するとも古かれている.しか

し､行政が全面的に文枝するのは農業用ため池地域に限るとの注怒古きが見られ､安全 ･安心マップ

はため池の決壊を想定したものであることがわかる｡

安心 ･安全マ ノブおよび炎落安心 ･安全マノブ作成の亨‡用負担については､国の補助額業であるた

め池緊急防災対策中英 (補助率は国と肘県がそれぞれ50%ずつ)を活用しているOため池緊急防災対一

策弔菜とは､人命､人家､公共施設等に被害を及ぼすおそれの高い虚業用又は旧怨柴用ため池を対象

として､計画的に防災対策を推進するために行う調査及び当該ため池による諸元等の詳細情報を整備

するものである｡したがって､安心 ･安全マノブの作成が可能な地区はため池緊急防災対策事業の申

請を行った地区ということになる｡

平成20年度までに作成された京都僻のため池ハザードマyプは以下の通りであるO

ため池安心 ･安全マップ

平成16年度 大原池 (伊根町)

平成17年度 室口池 (福知山市)､福井谷池 (京丹後市),法花寺野新地 (加卸町)､乱引也 (京丹波

町)

平成18年度 虚空磯谷池 (京田辺市)､川北奥池 (棉知山市)､宮ノ奥地 (綾部T打)
平成19年度 上ケ市池･野上池 (福知山市)､狭間池･国光池 (綾部市),大正池 (井手町)､池の谷

池 (京丹後市)

集落安心 ･安全マップ

平成19年度 大原野地区 (京都市)ため池数7､神前地区 (私同市)ため池数3

平成20年度 新地 (去月後市)

このうち､平成19年度の大原野地区については､避錐場所等の指定に関する肘と京都市との調整が

整わず､未公表であるQ

マ /プの形態はA4サイズ4ページのパンフレノト形式かA3サイズーTj主表1枚のマyプ形式である｡

必ず記赦されている項目は､当該ため池の果たしている役割.写式,被害想定区域El､避難場所 (大

部分は避難経路も記淑されている)､適'.1F託..L時の維持管理方法､注意恥項､緊急連絡体制である｡注意申

項とは､ため池決壊の恐れのある域合､住民はため池に近づかないようにとか､被害想定区域からは
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早めの避難が必要とかの注意である｡これらのマノブは行政とともにため池のある区域の住民が加

わって作成されていることが大きな特色であり､緊急連絡体制もかならず地元住民組織と行政との連

携関係が示されているOこの他､洪水調節機能を果たすため池においては､あらかじめ水位を下げる

ための放流が行われることも記載されているo

これらのマップは作成に加わった地区の住民に配布され､該当のため池に関係しない地区には配布

されないOそれは被害が想定されない区域の住民にはハザードマノブに記された情報とは直接的に加

関係であるためと､被告想定区域や避難場所 ･経路の園から被害を受ける個人情報が特定され､それ

が他地区へ漏洩するのを防ぐためであるC,

Ⅲ 京都府亀岡市神前区の取り組み

1 神前区の概要

京都肘他同市は京都府中西部に位置し,京都市からは桂lH(保津川)を上って保津峡を抜けたとこ

ろにある､丹波高地に閉まれた亀岡盆地を中心とした地域である.蕊:地内には株高90-160mの比較的

平坦な水田地帯が形成され.盆地のほぼ中央部を桂川 (大嶋川､保津川)が流れ､それに七谷川や愛

宕川などの支川が南北方向から流れ込んでいる｡

亀岡市は1955年1月に旧南桑田郡の他岡町と15相が合併して成立したo宮前町は亀岡市の西北部に

ある合併以前の旧笥71JIJ村分にあたり､潟の花平区､宮川区､猪愈区､神前区の4つの区から成る02009

年3月現在の宮前町の世帯数は631､人口は1718人である(園l)0

神前区は宮前町の東部を占め､1赦河川 ･千々川の上流沿いに展開する標高500-600mの山地に閉

まれた盆地状の地形に位iELするO2008年現在の戸数は159､人口は529人､jEt家数は90戸 (うち65戸が

L13
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耕作者)である｡かつては丹波青砥と呼ばれる天然砥石 (珪質粘板岩)の産地として著名であったが､

現在は稲作を中心とした農業が行われる静かなたたずまいとなっている｡また､区内の豊山には.千

とも達が自然に触れ､楽しみながら交流できる施設として地球環境子ども村がある｡同施設は2002年

に開設され､亀岡市生涯学習部地球環境子ども村課が運営している｡

神前区の農地は地形的な制約から､10a未満の狭小で不整形なものが多く､水路も用排来用の土水

路で､戊菜機械の使用が困難な条件の恋いものであったOこのような条件不利地ではあったが､神前

の米は大正時代の東京大正博覧会で銅榊を受粧し､当時の宮内省にも納めるなど良質な米として知ら

れている｡1999年度から2008年度にわたり､村営中山間地域総合紫備群発による圃場整備が行われた｡

これにより農地の典EZl化がはかられ､団地数は508から275､1団地当たりの面概も982nlから1828rn'､

圃場も20a区画に整備された｡

同地区の排地面横は61ha､うち53haが水Eflであり､水田はため池や谷水によって礁漉されている｡

神前区のため池は10億所､諸元は表1のとおりである｡しかし､これらのため池では近年の大規模改

修は行われていない｡上記の圃場整備事業のFPで､干ばつ期に備える目的でため池が1つ造成されて

いる｡しかし､2004年10月の台風23号により､奥谷下地の余水吐が決壊し､当時餌場並備中であった

排水溝や土手に孤書を及はした｡2006年7月にも菜雨により､大正池が決壊した｡この際は人家や耕

也-の被害はなかった｡

表1 神前区におけるため池一覧

名称 /諸元 堤高 堤長 総貯水畳 受益面積

1山ノ神池 10_6m 93.0m 12千mユ 9_Oha

2捨谷池 6.1 50.0 12 10,0

3谷奥 中池 8.3 70.0 22 13.0

4谷奥下地 5_6 81.0 15 13.0

5細原酉池 4_0 97.0 L6 3_0

6寺ケ谷 中池 3.6 31.0 0.7 1.0

7寺ケ谷下池 3.0 20.0 0.6 1.0

8北奥地 3.0 58,0 32_0 1.0

9細原 中池 3.5 30,0 1.3 3_0

10金蓮池 4.5 25.0 2.0 1.0

京都冊資料より作成

2 神前区におけるハザードマノブ作成の経緯

神前区には2007年6月に､神前ふるさとを守る会(以下､ふるさとを守る会と略称する)が設立され

た｡この会は構成員の協働活動を通じ､地区の農地 ･農業用施設等の焚源や農村環境の良好な保全と

質的向上を図るものである｡神前区では､後述するように､この会の活動の他に.農薬･J3隻村を活性

4上1
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化させたり､保全したりする様々な活動が行われてきた｡その活動状況を評価した京都府より､神前

区におけるハザードマノブ作成の打診があったO帝からの誘いに応え,ふるさとを守る会は会の活動

として､府の支援の下でワークショノブを開ltEL､その結果をハザー ドマノブにまとめることとしたo

Z007年12月にふるさとを守る会は､会の活動としての ｢安全 ･安心な村づくりワークショップ (E呈

村姓落安心安全マノブづくり)｣開催の通知を区内全戸に対して行った｡ワークショノブは､人命を守

る観点から､過去の災害に学び､ため池の管理､水田の保水機能､地形､山林の植栽状況等を総合的

に勘案し､安全安心のまちづくりを行うものである｡

第1回ワークショノブは､2007年12月24日(祝日)の午前に開催された｡参加者は25名､その内訳は

地元住民20名､宮前町消防団3名.京都桁両月広域振興局農林商工部(以下､振興局と略称する)2名

であるが､この他に京都新聞社からも取材者 l名が加わったo

内容はまず､区内の75～77才の3人から､1960年8月災害の被害状況の話を聞いた｡その後､参加

者が2つのテーブルに別れ､3人の被害体験をもとに危険簡所なとについて話し合い､その結果を也

図上に記載した｡

話し合いのテーマは､ため池被害の想定､がけ脳れ､土石流への備え､河川 ･水路の氾濫､避難場

所と避難経路､連絡体型と避難確認､交通問題､l妨犯問題､その他であるO地歴=こ記粧された具体的

な内容は､地区内のため池の位腿､山崩れや堤防の決填箇所､浸水家屋などの1960年8月災害の具体

的な被災地点であるが､この他に､林道に水が炎まって滋流するなど､暮らしの中で気づいた他の問

題点も記して､被災地区Ⅰを作成した (匡12)0
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当El､振興局からは ｢R巻付集落安心 ･安全マノブづくり｣のパンフレットが配布された｡このパン

フレノトのlPには脆港の安心 .安全をはかる点検マップの作成例が掲載されている｡

ここで話題となった1960年の災害とは以下のようなものであるOなお､神前区では､この災害につ

いて災害対策委員会を設置し､被災状況と復興過程を記録した ｢対策緩り｣をまとめ､保存している0

1960年8月29El夜間から30El緋にかけての台風16号の集中Jli雨により､亀岡市周辺では300-400mJn

の降雨があり､私同市､京北町､八木町､園部町､日吉町の5市町では､死者11人､全半壊 ･流失家

屋204戸､浸水家屋1万600戸 (日外アソシエーツ2008)の被害を生じた｡桂川の私岡iii･水標の水位は

925m､私同市､八木町､園部町､日吉町の被害は全半壊 ･流失家屋が約130戸､床上浸水約2000戸､

床下浸水は約3100戸とある (国土交通省2001)o神前区では､この災害により住民 1名が死亡し､重傷

者5名､軽傷者11名､家屋全壊3戸､半壊1戸､床上浸水12戸､床下浸水14戸､被災世帯56､山林被

害箇所94箇所､田畑被害174箇所の被害を受けたO山崩れやため池の決壊等により､集落内の道路が浸

水し,避難所に指定されていた神前公民館は孤立する状態であった｡

第2回のワークショップは､地元住民12名が参加して､2008年2月2日(土)の1330-1500に開

催されたO第2回からワークショノブの名称が ｢神前集落安心 ･安全マップワークショ/プ｣となっ

たO今回のワークショップの巨川勺は､安心 ･安全点検マ ノブの作成であるO

内容としては滋初に､ふるさとを守る会の会長から振興局のパンフレットに基づいて､安心 ･安全

点検マノブづくりの流れの説明の後､既に実施していた現地調査 (まち歩き)の結果に益づき､課題

を紫捜した｡現地調査は安心 ･安全上から見て､良好な箇所と間趨簡所を歩いて確認し､写東で記録

したO現地調査の結果については全員で議論し､共通認識をもった上で間趨点を整理し､意見を記入

して､点検マノブを作成した(図3)｡次に､作成した点検マ ノブを基に､御前区の将来について議論

し､将来構想マ ノブの作成について検討した｡振興局からは,集落安心 ･安全点検マップの作成方法

や点検マップ作成ITLmおよび11%村環境資源マ ップ作成パンフレットが提供されたo
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第3回の神前典落安心 ･安全マップワークショップは､平成20年2月10日(EI)の13 30-16 45ま

で開催された｡参加者は地元住民19名ならびに振興局員2名であった｡

内容は.食初に振興局から､安心 安全マノブ作成に係わる留意点として､災害時における住民に

よる初期防災活動の重要性､特に地域情報の伝達と避錐場所の確保 避難誘導の重要性について､京

丹波町で作成されたため池防災マップをもとに､説明があった｡さらに､ため池ハザードマップのう

ち,浸水区域想定図の作成のために.2月13Elより測並会社が作業に入るとの連絡があった｡

扶いて､ふるさとを守る会の会長より､第1回と2匝lワークショップのまとめと補足が行われた｡そ

の後､東神前､酉神前の2地区に分かれ､それぞれの進行役の下で､次のテーマで話し合いを行った｡

テーマとしては､ため池 ･山崩れ ･洪水等の危険箇所の噸位付け､典落内のその他の危険事項(交通

部故､盗難等の犯罪 ･防犯､地震 ･雷 ･火事､自然災書に伴う二次災害三次災害など)の指摘､危険

-の対処法(避難の方法 ･経路 ･避難先､緊急時の情報 ･連絡体制､地域コミュニティとしての対応)

であった｡位後に､話し合いの結果が班代表から発表された｡

第4BJワークショップは､3月16EI(EI)13 30-16 30にl削促された｡参加者は地元役員と住民20

名および樵興局月2名であった.滋初に､ふるさとを守る会の会長から､第3回ワークショップのま

とめとして､防災対策上で1960年災害から学ぶ点とその後の【現場整備などの状況変化をふまえた防災

対策の必輩性とがあることが指摘されたQそして､今匝)のワークショップでは､災害から身を守るた

めに､緊:苛連絡体制､避難場所 ･経路､避難放助体fTJILの3点について､現地の確認を行った上で検討

するとの説明があった｡

会長の説明を受けて､参加者は危険簡所や避難場所候補地の現地祝祭を行い､その後､現地視察の

結果をもとに､東神前､西神前の地区拓に分かれて検討を行った｡検討の結果､西神前地区からは以

下の発表があった｡･中心となる避難秘所を神前ふれあいセンターとし､二次的な避難秘所としてブ

ロック晦にl戸づつ計2戸の個人の居宅をあてることを今後､検討するOため池の増水時の池水の管

理のために,堤防の苦る上げは行わない｡･宮前町の自主防災会はあまり横能していないため､区内では

区良からの連絡網を十分に横能させて.災害時の応急活動班 (情報班､消火班など)の活動が円滑に

なるようにする｡

東神前地区では以下のようなまとめがされた｡中心となる避難所を神前ふれあいセンタ-とし.過

渡的で二次的な避難場所として天皇神社と′卜(I,が丘を検討する｡避妊経絡上にはロ-プや土盤を用悲

して,避難訪中を支援する｡･避難勧告を区長が行い､連絡手段は有線放送､サイレン､携帯屯話那

考えられるが､停芯や携帯電話利用のための合意に問題がある｡･危横管理マニュアルを作成し､区良

が交代しても対応できるようにする｡･排水路の水位を自主避難の目安とし､そのためには排水路の定

期的清揃が必要である.･区内の防災に関連する組総をまとめて､速やかに機能する連絡体制を整える｡

Fl後に頗興局から､地元主体のワークショノブが大変告発深いものであり､この成果をマy7'にま

とめて今後の防災に活用したいとの定見が述べられた｡また､府が虹降雨､ため池満水､地謡発生の
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粂件下でため池堤体が決壊した想定において､浸水深50cEl以上となる区域を着色した図を捷示した｡こ

の図に､地元住民がワークショップを通じて想定した洪水域や山崩れ箇所を番き込み､これらを元に

して避妊場所や避難経路の設定を行えば､集落安心 .安全マップのlつの′,'ターンが作成できるとの

説明があった｡そして､この先はワークショップで示された多くの意見をさらに集約して､地元役員

と振興局との間で作業を進めていくことが了解された｡

これらの経緯をふまえて､2008年7月には､A3サイズ ･カラー両面印刷の集落安心 ･安全マyプ

及びパンフレノトが刊行されたのである(図4､5)Oマップの編典発行者はふるさとを守る会であるo

これを記念して､7月15El(火)の2000-2130に､没後のワークショップが開催された｡ここでは

振興局農村皇備担当別室長が ｢災害のない町をめざして一神前 安心安全パンフレットの活用-｣と

題した記念講演を行い､あわせてマップの活用を呼びかけた｡参加者は地元住民28名と振興局月2名

であった｡
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慨 急 靖 の 号室

大LESEや岩礁により神前区71苓災する恐れのあるI考乱 言前部78前
地区自主防災会心､サイレンでの聖覇を行う他.青緑放送や7t話など
を用いy;愚漢籍特利て区民のみなさんに状.5!至運均します.
区民のみなeんは防災マップを彰弓にして超光男へ還tSしてくだ香
い.

図5 神前区集落安心安全マップ

Ⅳ.京都府亀岡市神前区の成功要因

神前区でため池ハザードマップ作成が成功した要因は.防災や地域づくりに対する地元住民の熱意

と意杜の高さ及びリーダーの指導力と思われる｡前述のように､1%0年8月の災害に際し､区として

災害対策委月会を発足させ､被害や復旧の記緑を ｢災害綴り｣として残し､代々の区長に受け継がれ

てきたことは地域の災害への対応として評価される｡この他に､特に近年､集落に他地区からの移住

者が入り.農業者も兼業化が進む中で､居住者が一九となって地域づくりを進めてきた点がある｡

以下に､般近の地域づくりの活動例をあげてみることにする｡2(X氾-2004年度の5年間､神前地区

は中山間地域直接支払制度により､鳥獣書から作物を守る防護柵の設置やセンチビードグラスの播種

などを行った｡センチビードグラスとは夢の芝生とも呼ばれる新しい種類の芝生である｡特色はこれ

までのものより密な芝生を形成して､耐寒性や雑草の発生の抑制にも経れ､晩秋までも線度を保つ上

に､法面などでは定着後､10年以上も草刈りを必要としないといわれる｡

2003年度からは京都帝の ｢広葉樹の輝くふるさとモチJt,串菜｣により､神前地区の財産区所有の里
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山林を整備し､森林ボランティアなどの活動も促進しているoこの森林は前述の地球環境子ども村の

環境教育としての活動場所でもある｡

また､区では2004年4月から数回､｢ワークショノブこうぎき村歩き｣を実施し､京都新聞の記者も

同行して､ふるさと再発見のための柑歩きを行った｡

2007年6月16日には今回のハザードマノブ作成に大きな役割を果たしたふるさとを守る会が設立さ

れた｡会員は157人(世帯)で､2008年の神前区の世帯数が159であるから､新旧ほぼすべての住民の

世帯が加入しているといっても過言ではない｡この会の目的は､前述のとおりであるが､活動の基礎

的な部分として､かつての村では当たり前の活動であった草刈り､構さらえ､道普請などに区民の全

員出動で取り組み､その他に生態系を豊かにする活動､ため池の消火用水としての活用訓練､良好な

景観形成のための取り組みも行っている｡会の年間予非は約200万円で､会の活動は2007年度から採択

された提林水産省の事業である ｢農地 ･水 ･環境保全向上対策事業｣(5年間)の対象でもある｡

この他,神前区は2007年度より京都府独自の事業である ｢農業 ･腹材活性化経営体づくり事業｣の

対象にもなった｡集落骨髄を目指す神前区では､この事業により､施設設備の充実と共同使用の棟械

(田植機､ トラクター,精米機､米のカラー選別機)の購入を行っている｡

2007年7月10Elには､森林から恵みを受ける村民の参画と協同で森林を守り育てる｢京都モデJレフォ

レスト運動｣の第1号として神前地区の森林48haが指定された.これは株式会社村田製作所が神前地

区の束林において､地域住民や関係Efl体等と連挑 .協働して取り組む､森林保全活動であり､該当の

森林は ｢ムラタの森｣と名付けられた02008年4月には2件日のモデルフォレスト遥動の協定締結が

行われ､｢労災の森｣と名付けられた地区で､竹林を山林に戻す活動が開始されたO

この他､神前農家組合は2006年1月から毎月1回の ｢神前中山間だより｣を発行している｡これは

2007年7月から ｢神前ロハスな便り｣と改称され､現在も続いているO当然､安心 ･安全マップ関連

のワークショプの開催や概要は､この便りに順次､掲載されている｡

1998年からは5月から12月までの毎El昭の9時から､神前村むらづくり委員会による朝市も開かれ､

地区の野菜や特産品が販売されているO神前村むらづくり委月会は区長はじめ区内の各種団体の代表

と生産者から成る組織であるQ

ふるさとを守る会は､農業以外にも2009年4月には区内の86小字の名称を記した道標を設置したoこ

れは開場整備に伴って小字の境界が変更されたことに起因し,歴史や文化を守る過勤の一環としても

行われた｡

Ⅴ あわりに

神前区において､府との協力によってため池ハザードマノブを含む地域の安全安心を守るためのパ

ンフレノトが速やかに作成された要因は､第Ⅳ節に述べたように､神前区ではハザードマップ作りを

行う以前より､地域振興や農村振興､農村整備に関する活動が熱心であり､それらの実節や経験に基

50



剛IE大学大学院社会文化科学研究科だ要約28号 (2009I1)

づいて安全安心バンフレノト作りが速やかに行えたと首える.その際に､地域を牽引するリーダーの

役割が大きいことは言うまでもない｡特に.ふるさとを守る会の会長であるY氏は,1995-2007年ま

で私闘市法会議員を勤め,積極的に行政と地域との連携を深めるとともに､様々なアイディアで行串

や群発を企画している｡また､K氏は私岡市役所に勤務され､前記の ｢神前ロハスな便り｣を指炎 ･

発行する任に当たる他､ワークショップの記主菜をDVDに保有した記録典を作成するなど､高齢者と若

者､旧住民と新住民とをつなぐ役割を果たしている｡この他にも何人もの熱心な方々によって､地域

の保全や撮興が図られているO

また､神前区では被災地図を作成するにあたって､1981年に作成された1/10000地図が保存されてい

たことにより､作成が円滑に行われた.同様に､b現場整備の前後に作成された1/5000地形図もため池

の氾濫解析を行う際に役立った.些末なことに思えるが､大縮尺の古い地形図はその地域の自然的な

特質を知る上にきわめて大串な道具となるので､保有しておくことが重要である.1/25000地形図は全

国をカバーしているものの､区という単位の地域やため池の氾荘区域などの′トさな範緒を見るには節

尺が′トさすぎて､地域の特色がわからない.同株に､国土交通省国土地理院の空中写真についても､中

山間地域においては大稲尺のものがなく､′ト地域の特色はわかりにくい｡

一般的に河川水書のハザードマノブなどでは､行政が作成して､一斉に住民に配布されるが,広範

な地域を対象としているマップであることや既往JIJk大tJt･水の牧水区域が示されているため､実際に由

分の住む身近な地域との関連性がつかみにくい点がある｡その悲味で､ため池ハザードマノブは河川

にくらべてきわめて狭い区域が対象となるため､行政は当初から住民を組み込んだマップ作りを行い

やすい｡そして､ワークショ ノブのように行政と住民が-幕別こ活動する場を通じて段階的にマノブを

作成することは､山来上がったマップを住民が理解しやすく､活用もしやすいものになる｡

リーダーの存在やこれまでの地域保全活動の実節という好条件がそろった神前区でのハザードマノ

ブ作りの実践は､どこの地域においても簡単に行えるものとは言い維いが､今後の農相での災害への

取り組み方として多くの示唆を含むものといえよう｡
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